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　３月28・29日、栃木県議会会派
「民主党・無所属クラブ」所属の６名
（一木弘司議員・佐藤栄議員・保母
欽一郎議員・斉藤孝明議員・松井正
一議員・加藤正一議員）は、東日本
大震災による津波被害の影響に今
もなおさいなまれている宮城県気仙
沼市・南三陸町・石巻市へ現地調査
に赴いた。
　目的は、被災状況は勿論のこと『が
れき』処理の現状視察と、その広域
処理に向けた考察。
　発災後の政府による処理方針は、
想像をはるかに超える膨大な「災害
廃棄物」を「一般廃棄物」として扱っ
たため、地元自治体は処理体制の構
築に大変な困難を強いられた。特に、
石巻市の廃棄物総量は、616万３千ト

ンにも上り、通常
5.8万トン（年間）
に比べると106年
分の廃棄物が出
たことになる。
　本県を含め、
オールジャパンに
よる受入に向け
た早急な課題整
理と体制整備が
求められている。

　１月30日、党所属の
工藤正志議員、今井
恭男議員、真壁英敏
議員、福田智恵議員、
駒場昭夫議員は男女
共同参画の視点から

の防災・復興の対策に課題があると
の認識から、宮城県仙台市へ出向き、
被災の現状調査を行うとともに、災
害時における女性のニーズ調査を行
った。
　NPO法人イコールネット仙台の宗

片惠美子代表か
ら、大災害の体
験、女性への支
援の実情を伺い、
意見交換を行っ
た。本市におい
ても避難所等に
おける女性の視
点を反映させた
避難所運営の必
要性や、復興の担い手として女性の活躍を支援する必要性をより
強く認識した。
　その後、３月議会および災害対策特別委員会において、女性
が参画する防災対策について市当局へアプローチを行った。

　３月27日、日光市議会では、市
民と直接対話し、開かれた議会、
議会と市民の協働のまちづくりを推
進する観点から、「議会報告会」を
開催した。
　報告会は議員を今市地域、日光・

足尾地域、藤原・栗山地域の３班に分け、委員会ごとの活動報
告の後、質疑応答を行った。参加者は３会場を合わせて145名
であった。党員議員の加藤優議員、青田兆史議員は日光・足尾
地域、今市地域をそれぞれ担当した。
　地域の課題や、現在の日光市の状況などの意見も出され、有
意義な報告会となった。
　今回の検証を踏まえた上で、多種多様な民意を吸収・集約し
市政に反映させるとともに、市民への説明責任の義務を果たす
ため、今後の実施に向けた内容の検討を行っていく。

　現在の栃木市は2010年３月に旧栃木市、旧大平
町、旧藤岡町、旧都賀町と、また 2011年10月に旧
西方町と合併し誕生した。更に、近いうち岩舟町と
の合併が予定されている。現在、議員は34名。こ
の中で唯一の党員議員である大武真一議員は市監
査委員等を担い、市政運営を支えている。

　党活動においては、３月17日、栃木市内の栃木第四地区コミ
ュニティセンターにて、民主党栃木市地区支部の第３回定期総
会を開催。総括の挨拶を富岡芳忠衆議院議員からいただき、谷
博之参議院議員
が『民主党の課
題と展望』と題
して講演を行っ
た。多くの党員・
サポーターの皆
様にご参加いた
だき盛会に終了
した。
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　鹿沼市議会では昨年８月、より市民に開かれた
議会を目指し、議会基本条例を制定した。この条
例に基づき、今年度から市民を対象に「議会報告
会・意見交換会」を開催する。
　議会の活動や議案の審議状況などを市民に直
接報告し、また、市政に関する意見・要望は議会

で議論し、市当局への政策提言や条例制定などに結び付ける狙
い。その取り組み結果については、再度市民に報告をしていく。
今年から２年間、市内全地区で開催していく予定。
　党員議員の大貫毅議員も各地域へ出向き、市民の声に耳を傾
け、活発な議会運営に取り組む。

　東日本大震災では那須烏山市においては、死者
２名、住宅の全壊戸数66戸をはじめ、市営温泉、
学校給食センターの全壊など公共施設にも甚大な
被害をもたらした。
　市内にある社会福祉法人・大和久福祉会では、
震災当日の停電をはじめ、計画停電で寮生が照明

の消えた時に大変な不安を抱いた。県内で最も被害が甚大であ
るという現状を心配した連合栃木に結集する自動車総連より、那
須烏山市に対し義捐金の申し出があり、党員議員の髙田悦男議
員を通じて、市長とも相談の結果、大和久福祉会において非常
時の電源確保のためホンダ製の携帯発電機が３台寄贈された。
10月14日には寄贈式を迎え、福祉会の皆様は「軽量ながら高出
力でありイベントなどにも使用できる」と喜びを見せた。

　小山市議会では、
一般会計の当初予算
および補正予算の審
査を「予算審査特別
委員会」で行っている。
予算審査特別委員会

は、18人（会派毎割当て）の委員で構成され、市民派21（代表：
石島政己議員）からは中屋大議員他２人の議員が属している。ま
た、副議長の塚原俊夫議員は委員外議員として出席。
　従来は各常任委員会に所管部分を分割付託していたが、議会
改革の一環として、一般会計の当初予算、補正予算を審査する
ための通年活動できる特別委員会とした。
　２月予算議会では、新年度の一般会計予算について、丸２日
間の熱い議論を戦わせた。

　3・11の東日本大震災で74名の児童が亡くなっ
た宮城県石巻市立大川小学校。そこからさらに北
上川を下った長面浦を望む尾崎（おのざき）地区は、
未だ電気や水道等ライフラインが寸断され、50戸
余りの世帯が今もほぼ孤立状態にある。
　落合誠記議員はボランティア団体「頑張り隊」の

一員として、この地で民家の片付け、土嚢の運び出し、海岸に散
乱したゴミの収集等、
様々な活動を定期的・
継続的に行っている。
　この春からは、牡
蠣の種付けや筏造り
のサポートといった、
より具体的な要望に応
えるとともに、地区の
方々のうち300人ほど
が生活する仮設住宅
に赴き、炊き出しなど
も計画している。

　民主党栃木県連は、各種選挙の
候補者発掘を主目的とした ｢議員
等擁立協議会｣ の設立総会を２月
23日、宇都宮市内で開催し、当協
議会メンバー約60名が出席した。
　最大の支援団体である連合栃木
（青木義明会長）と共同し発足した
当協議会は、本部と県内６地区に
地域組織も設置し、各種選挙への関わり方について役割分担を明
確にし、より強固な連携のもと今後、多くの同志議員等の輩出を目
指していく。

　代表者あいさつに立った石森久嗣県連代表は、｢県
連、連合栃木、お互いに切磋琢磨し、地方議員の大
幅増、そして政策制度要求の実現を果たしたい｣ と決
意を述べた。
　また、地域主権確立を果たすためには当協議会の
目的を達成することが絶対条件であるとした上で、こ
れらの実現は“国民の生活が第一。”の政治にも直結
すると訴えた。
　総会では、設立趣旨の確認と当面の活動として、①
｢国民の生活が第一。｣の政治の実現を果たすべく、次

期衆議院総選挙体制の早期確立、②定期的に当協議会を開催し
連携を深めながら、地方議員等の増員に向けた具体的な活動強化
を図ることを確認した。
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